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１．方針の策定にあたって

■背景と目的

■位置づけ

まちづくり方針策定の背景と目的、位置づけ

市街化が進み成熟した阿佐谷地域において、まちの課題を解決し、その良さを将来に向かって伸ば

していくためには、変化のきっかけを的確に捉えてまちづくりに取り組むことが不可欠です。

これからの数年間を、将来のまちづくりにつながる数十年に１度の機会と捉え、戦略的にまちづ

くりを進めていくため、本方針を策定します。

○公共公益施設など、建替え時期を迎えつつある建物が多くあります。

○都市計画道路補助133号線の区役所前～五日市街道間（中杉通りの延伸）が、『東京における都市

計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』において優先整備路線（今後 10 年間に優先的に整備

すべき路線）に位置づけられました。

○地域主体でまちの将来像を考えるなどまちづくりの活動が活発化しています。

○商店街のにぎわいや優れた交通利便性と、周辺の閑静な住環境とが共存した成熟したまちです。

○古くから区役所等の公共公益施設が集積するなど、官庁街（シビックゾーン）ともいうべき区の

中心的な拠点のひとつとなっています。

○一方、後背地には基盤未整備な木造住宅密集地域を抱え、首都直下地震等に備えて防災性の強化

や基盤整備が喫緊の課題となっています。

○既定の上位計画や関連計画等を前提と

しながら、『杉並区まちづくり基本方針

（杉並区都市計画マスタープラン）』（平

成25年度）の地域別方針（阿佐谷地域）

を補完するものとします。

○『杉並区まちづくり基本方針』にあわせ、

おおむね20年後の未来を視野に入れた

ものとします。

○まちの将来像やその実現のための取組

の方向性を示す「まちのグランドデザイ

ン」として、区民・事業者・行政が共有

するものとします。

○個別地区のまちづくりへの橋渡しとな

るものとします。

○喫緊の課題の解決に効果の高い取組等

への重点化を図り、それらについては具

体化に向けて優先的に取り組みます。
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まちづくり方針の策定⇽∓⇡⇟

区では、平成2�年㸲᭶に庁ෆ᳨ウ組⧊「阿佐谷まちづくり◊✲会」を設置し、方針策定に向けた

᳨ウを行ってきました。

平成2�年12᭶の「これからの阿佐ࣨ谷㥐等周辺まちづくりを考える区民ពぢ交᥮会」や、平成

2�年㸴～㸵᭶に開ദした࢜ープン࢘ࣁス（ͤ１）等でいたࡔいた地域住民の方ࠎのࡈពぢも㋃まえ、

まちづくり方針（᱌）をとりまとめました。

平成2�年㸴᭶に、まちづくり方針（᱌）についてㄝ᫂会やពぢເ集を行ったうえで、まちづくり

方針を策定しました。

等で㈨ᩱをᒎ示し、来ሙされたⓙさまに区のᢸᙜ⫋ဨ等が直᥋ㄝ᫂するとともに、個別にࣝࢿࣃス㸸会ሙに࢘ࣁープン࢜（１ͤ）

ពぢをうかがうᙧᘧ（э2�㡫ཧ↷）ࡈ

区Ẹពぢ஺᥮఍䠄䈜䠎䠅

まちづくり方針䠄୰㛫ま䛸䜑䠅䛾බ⾲
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ពぢのᢕᥱ

ពぢのᢕᥱ

ពぢのᢕᥱ

地域の≉㛗や課題について

。ពぢをお⪺きしましたࡈ

中間まとめをᗈく周▱すると

ともに、まちの将来像や今後の

取組の方向性についてࡈពぢ

をお⪺きしました。

（᱌）についてࡈពぢをお⪺

きしました。

地域の≉性や課題を㋃まえて、

まちの将来像や、今後の取組の

方向性等を提示しました。

中間まとめにⓙさまのពぢを

཯ᫎするとともに、ࡼり具体

的な取組ෆᐜを示し、方針

（᱌）として提示しました。

࠙WRSLFVࠚ

『阿佐ࣨ谷未来のまちづくり提ゝ᭩』
「杉並区まちづくり条例」に基づくまちづくり団体である「阿佐

ヶ谷のまちづくりを考える会」と、地域の商店会、町会・自治会

の役員等から成る「マイタウン阿佐谷協議会」が連名で、平成

26年10月にまちづくり提言をまとめました。このように阿佐谷

地域では地域の方が主体的にまちの将来像等を考える動きが活

発化しています。

（ͤ㸰）区民ពぢ交᥮会㸸э2�㡫ཧ↷

（ͤ㸱）まちづくりᅋ体等からのពぢ⫈取㸸

「杉並区まちづくり条例」に基づくまちづくり団体

である「阿佐ヶ谷駅北東地区を考える会」や、古く

から阿佐谷のまちづくりについて活動している「マ

イタウン阿佐谷協議会」から、ご意見をうかがいま

した。

まちづくり方針䠄᱌䠅䛾බ⾲
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まちづくり方針策定のݣᝋғ؏

本方針の策定ᑐ㇟区域は、阿佐ࣨ谷㥐から༙ᚄ500P、༡阿佐ࣨ谷㥐から༙ᚄ250Pを┠安として、

⏫୎┠境や地ᙧ地物で区ษった下図の⠊ᅖとします。

阿佐ࣨ谷㥐と༡阿佐ࣨ谷㥐の୧㥐周辺を一体的な拠点として捉え、ᗈ域的な役๭や位置づけをྵめて

᳨ウし、策定しました。

ᗈ域㑊㞴ሙ所・一時㑊㞴地などの周辺地域との関ಀ性に十ศ␃ពして策定しました。

中杉通りの延伸整備の᳨ウが今後進むことをぢᤣえて、方針を策定しました。

「࠙ཧ考ࠚ中杉通りの延伸整備について」（э2�㡫ཧ↷）
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『東京都市計画 都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針』

＜阿佐ࣨ谷・༡阿佐ࣨ谷地域の将来像＞

のᬒほをいかし、商店࡝࡞並ᮌ࢟ࣖࢣ㢼᱁のあるۑ

⾤のより୍ᒙのಶᛶ・㨩ຊづくりが㐍ࡳ、しࢀࡷ

た㞺ᅖẼの୰にⴠち╔きのある⏕活ᣐⅬをᙧ成

࣮࢜、㐨㊰基┙のᩚഛやᘓ⠏≀の୙⇞化や⪏㟈化ۑ

බඹ・බ┈᪋、ࢀの඘ᐇがᅗら࡝࡞ࢫ࣮࣌ࢫンࣉ

タの෌⦅ᩚഛ࡝࡞にేࡏて、Ᏻ඲で฼౽ᛶの㧗い

まちをᙧ成

『杉並区基本構想』と「多心ᆺまちづくり」
区ᨻ㐠Ⴀの基ᮏと࡞るࠗ杉並区基ᮏᵓ᝿ �࠘平成 2� 年㸱月�では、௒ᚋ10 年をᒎᮃした区のㄢ㢟のࡦとつとして、࿘㎶地

域で、୰ኸ⥺୕㮚㹼❧ᕝ㛫の㧗ᯫ化、ᑠ⏣ᛴ⥺やすṊụ⿄⥺の㧗ᯫ化や地ୗ㕲஌りධࢀ、୰㔝駅࿘㎶での኱つᶍ࡞ᣐⅬᩚഛ࡞
᫬௦のኚ化にᑐᛂした㒔ᕷの㨩ຊや活ຊを㧗めていくことのᚲせᛶをࡶている୰で、杉並区でࢀまちづくりが㐍めら࡞ࠎᵝ࡝
♧しています。ࡉらに、「ᬽらしやすくᛌ㐺で㨩ຊあるまち」のᐇ⌧のためのᡓ␎的・㔜Ⅼ的ࡳ⤌ྲྀ࡞のࡦとつとして、「ྛ地
域の≉ᛶを⏕かしたከᵝ࡞㨩ຊがあるከᚰᆺのまちづくりを㐍める」としています。
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Ṣɥᚡのᜂᛢ᫆のᚐൿにợụẆ᧺˱᜿のཎᧈỂあỦ

Ẑ୥ỤẲởẴẰẑのӼɥ

商店街の商ᅪᣑ኱や商店・㣧㣗店の一ᒙの個性・㨩

力づくり、安全・ᛌ㐺なᅇ㐟✵間の確保にࡼるにぎ

わいの向上。

公共公益施設等の᭦᪂にあわせたᅵ地の有効利⏝

や機⬟の඘実。

中杉通りの࢟ࣖࢣ並木の保全と、Ṍ道のṌきやすさ

やἢ道の街並み・にぎわいの向上。

࢟ࣖࢣ並木やᒇᩜᯘ、♫ᑎ地等のまとまったみどり

の保全・๰ฟ。

ṠπσπႩ଀ᚨሁのٶẪầ࡫ཋの୼ૼ଺஖ửᡇả

てẟỦ

༡阿佐ࣨ谷㥐周辺の公共公益施設は、⠏ �0 年から

50年௨上を⤒㐣し、᭦᪂時期を迎えている建物がᑡ

なくない。

阿佐ࣨ谷㥐周辺の⑓㝔や商業施設等の一㒊でも⠏

年数が�0年௨上の建物がぢられる。

ṡࠊᘑ҄ầᡶỚᆰעầݲễẟ

㥐周辺や住宅地の公ᅬ・࢜ープンス࣌ースが不㊊。

୐ኤまつりやジࣕࢬスࣜࢺーࢺなど活発な地域イ

。ースが不㊊࣌のሙとなるスࢺン࣋

㥐周辺は㥐前ᗈሙ௨እにまとまった࢜ープンス࣌

ースがなく、≉に中杉通りἢ道の東ഃには࡯とࢇど

ない。

ṣע؏ɼ˳のộẼづẪụのൢ᫘とのң΁

区民・事業者と行政の連ᦠ・༠力にࡼるまちづくり

の᥎進。

まちづくりᅋ体の設❧やまちづくり提ゝをまとめ

るなど、㏆年の地域主体にࡼるまちづくりの機㐠の

高まり。

ࢺーࣜࢺスࢬ阿佐谷ジࣕڸ

（෗┿は໭ཱྀ㥐前ᗈሙ௜㏆）
ฟ඾㸸阿佐谷ジࣕࢬスࣜࢺー࣍ࢺー࣒࣌ージ

༡阿佐ࣨ谷㥐の交ᕪ点௜㏆ڸ

阿佐ࣨ谷㥐周辺ڸ

阿佐谷୐ኤまつりのにぎわい

ンターは都ෆึのࢭーࣝࣃ）

Ṍ行者ᑓ⏝商店街）

ڸ
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�

ᾁ．ע؏のཎࣱとᛢ᫆

のཎࣱとᛢ᫆؏ע■

■᧺˱᜿のộẼの঺ụᇌẼ
 ᫂἞時௦にはୡᑛ㝔本ᇽにᪧ杉並ᮧ役ሙが設置されるなど、

古くから杉並の中心として発ᒎしてきました。

 ኱ṇ11年に阿佐ࣨ谷㥐が開業し、⩣኱ṇ12年の関東኱震災

後に都心や下⏫からのὶ入にࡼりேཱྀがᛴቑしました。

 戦後は、኱㒊ศが戦災に㐼わなかったことなどにࡼり、区画

整⌮等にࡼる基盤整備がされないまま市街化が進みました。

 ᫛࿴ 2� 年に中杉通りの༡ഃ（阿佐ࣨ谷㥐～㟷ᱵ街道）が開

通、᫛࿴ �1 年に中ኸ線が高ᯫ・」ࠎ線化され、さらに᫛࿴

5� 年中杉通り໭ഃ（阿佐ࣨ谷㥐～᪩✄⏣通り）が開通し、

現ᅾのまちの㦵᱁がᙧ成されました。

 中杉通りや࢟ࣖࢣ並木の整備、ࣃーࣝࢭンターの発ᒎなどは、地域の方ࠎのᑾ力があって実現し

たものであり、古くから地域主体でまちづくりに取り組むẼ㢼がぢられる地域です。

まちの成り❧ちや、区民ពぢ交᥮会等でいたࡔいたពぢ（э2� 㡫ཧ↷）等を㋃まえ、地域の≉性と

課題をまとめました。

Ṟٻᙹ೉໎ܹ଺にӮˋذとễỦғࢫ৑

ởਗໜとễỦ၏ᨈሁửૅảỦؕႴầ

Ꮴࢊ

区役所、㆙ᐹ⨫、ᾘ防⨫と༡ഃ市街地と

ᗈ域㑊㞴ሙ所であるၿ⚟ᑎᕝ⥳地・࿴⏣

ᇼ公ᅬ一ᖏを⤖ࡪ動線が不十ศで㑊㞴

しにくい。

区ෆ᭱኱つᶍの⑓ᗋ数を有し、地域་⒪

を支え、災ᐖ時の拠点となる⥲ྜ⑓㝔へ

の࢔クࢭスに課題。

ṟ˳ኒ的ễᢊែ἟ἕἚὁὊἁሁầசૢͳ

ᖿ線・補助ᖿ線道路である㟷ᱵ街道と中杉通り（㟷ᱵ街道௨໭）௨እには体⣔的な道路ࢿッࢺ

࣡ークがᙧ成されていない。

中杉通りのṌ道など一㒊の✵間にṌ行者・⮬㌿㌴が集中し交通の㘒⥈がぢられる。

⏕活道路等のᖜဨが⊃く、ᑐ㇟区域及びその周辺の地域にᾘ防活動のᅔ㞴な区域がᗈく存ᅾ

し、Ṍ行者等の通行の༴㝤性も高い。

⊃あい道路や行きṆまり道路が多い。

商店街や㥐周辺を中心に㥔㌴ሙ、⮬㌿㌴㥔㌴ሙ（㥔㍯ሙ）が不㊊。

杉並区の道路ᖜဨの≧ἣڸ

ซ例

㸲P未‶

㸲P௨上㸴P未‶

㸴P௨上㸶P未‶

㸶P௨上
ᑐ㇟区域

戦災↝ኻ地図ڸ
ฟ඾㸸『杉並㢼ᅵグ』
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ᾃ．Ў᣼Кの方針とӕኵ

┠ᶆϨ
災ᐖに強い

安全・安心な

まち

┠ᶆϩ
体⣔的な

道路・交通が

整備された

⛣動しやす

いまち

┠ᶆϪ
にぎわいや

利便性がさ

らに高まり、

区民や来街

者が集いᅇ

㐟したくな

るまち

┠ᶆϫ
みどり㇏か

で⨾しいᬒ

ほを㄂れる

まち

䊠䠊㜵⅏䛾方針

首都直下地震に備え、⇞えにくく

ಽれにくいまちづくりや災ᐖ時の

活動にᚲせな道路✵間等の確保、地

域防災力の強化等に⥲ྜ的に取り

組みます。

䊡䠊㐨㊰䞉஺㏻䛾方針

Ϩで示した防災性の向上とあわ

せ、利便性や交通の安全性の向上等

のほ点から、中杉通りの延伸や⏕活

道路の整備等を᥎進します。また、

中杉通りや㥐周辺商店街等で、Ṍ行

者と⮬㌿㌴にやさしい環境づくり

を進めます。

䊣䠊䜏䛹り䞉ᬒほ䞉⎔ቃ䛾方針

ースやみどりの๰࣌ープンス࢜

ฟを図るとともに、まとまったᶞ

ᯘ地の保全や㨩力的な街並みのᙧ

成等に取り組みます。

䊢䠊ၟᴗ䞉⏕ά䝃ー䝡䝇䛾方針

中杉通りのᬒほや⏺㝰性（ͤ）の

ある商店街の≉性をࡼり⏕かしな

がら、商店街の一ᒙの個性・㨩力

づくりやにぎわいの連⥆性の確

保、ᅇ㐟性の向上や᠁いの✵間づ

くり等に取り組み、㥐周辺の高い

利便性とその後背にある良ዲな住

宅地とがㄪ࿴したまちづくりを┠

ᣦします。

取組Ϩձ 延↝㐽᩿ᖏ・㑊㞴路等の整備 ○□

取組Ϩղ 主せ⏕活道路等のᣑᖜ整備等 ○□

取組Ϩմ 防災拠点等の整備・඘実 ○□

取組Ϩյ 防災ᗈሙ等の整備 □

取組Ϩն 市街地の⪏震化、不⇞化の᥎進 ○□

取組Ϩշ 㑊㞴・ᩆᛴ活動等を

෇⁥にする✵間づくり ○□

取組Ϩո 地域防災力の強化 ○

取組ϩձ 中杉通りの延伸整備と

᪂つࣂスࣝーࢺの᳨ウ ○□

取組ϩղ 中杉通りのṌ行者・⮬㌿㌴

通行✵間のᨵၿ ○□

取組ϩճ ⏕活道路の整備等 ○□

取組Ϩճ ⊃あい道路ᣑᖜ整備の᥎進 ○□

取組ϩմ 交通⤖⠇機⬟のᨵၿ・強化 □

取組ϩյ 交ᕪ点㒊等の安全ᑐ策の඘実 □

取組Ϫմ 㥔㍯ሙ・㥔㌴ሙの整備 ○□

取組ϩն ⮬㌿㌴の㉮行マࢼーのᨵၿ ○□

取組Ϫձ 公共公益施設等の᭦᪂

にあわせた拠点機⬟の向上 ○□

取組Ϫճ 安全・ᛌ㐺な㈙物環境の確保 ○□

取組Ϫղ 商業・業ົ機⬟の⥔ᣢ・඘実 ○□

取組Ϫյ 地域㈨※を⏕かした

ほගಁ進・地域活性化 ○□

取組ϫձ まとまったᶞᯘ地の保全 ○□

取組ϫղ 民有地や公共施設における

みどりの保全・๰ฟ ○□

取組ϫճ 中杉通りの࢟ࣖࢣ並木の

保全と㨩力的な街並みᙧ成 ○□

取組ϫմ 㥐前にࡩさわしい街並みのᙧ成 ○□

取組ϫյ 公ᅬ・ᗈሙの整備 ○□

取組ϫն Ỉ路等を活⏝した

㐟Ṍ道ࢿッ࣡ࢺークの整備 □

䠄䈜䠅⏺㝰ᛶ䠖⏕ά䛻ᐦ╔䛧䛯ಶᛶⓗ䛺㞺ᅖẼ

主な取組主体 ○㸸区民及び事業者 □㸸行政（区等）

□□■□□□_㸱．将来像とまちづくりの┠ᶆ

�

ᾂ．ݩஹ΂とộẼづẪụの目೅

■ộẼづẪụの目೅
将来像の実現に向けたまちづくり

の┠ᶆを次のとおり定めます。

ஹ΂ݩ■

阿佐ࣨ谷㥐・༡阿佐ࣨ谷㥐周辺は、୧㥐が⣙�00Pの㊥㞳で㏆᥋し、区を௦⾲する࢟ࣖࢣ並木のᬒ

ほや、イ࣋ンࢺ、ᩥ化活動、商店街等のにぎわいや利便性と、後背のみどり㇏かな閑静な住環境が

共存した、成熟したまちです。

また、区役所等の公共公益施設が多く❧地する官庁街（シビックゾーン）として、災ᐖ時等には、

この地域ࡔけでなく、杉並区全体の安全を支える防災中ᯡ拠点となるべき地域であり、区ෆ᭱኱の

交通⤖⠇点で都市活性化拠点に位置づけられるⲶ❑㥐周辺とともに、杉並を௦⾲する拠点です。

課題である防災性の向上や道路・交通体⣔のᨵၿに取り組み、杉並の安全を支える防災中ᯡ拠点

としての඘実を図るとともに、時௦が変化しても、まちの≉㛗は変わらࡎ、さらに伸ばしていくこ

とで、ㄡもがᬽらしやすく、ឡ╔をឤࡌ、住み⥆けたいとᛮえるまちを┠ᣦします。

ḩ ໎ܹにࢍẟܤμὉ࣎ܤễộẼ

Ḫ ˳ኒ的ễᢊែὉʩᡫầૢͳ

ẰủたᆆѣẲởẴẟộẼ

ḫ にẩỪẟởМࣱ̝ầẰỤに

᭗ộụẆғൟởஹᘑᎍầᨼẟ

ׅᢂẲたẪễỦộẼ

Ḭ ỚỄụᝅẦỂ፦Ẳẟ景ᚇử

ᛍủỦộẼ

○中杉通りἢ道の࢟ࣖࢣ

並木とἢ道の街並みが

㨩力的なみどりのシン

㍈ࣝ࣎

○災ᐖに強く、㥐に㏆᥋

した利便性とみどり

㇏かで静かな環境を

備えた住宅⣔市街地

○個性的で㨩力の

ある商業・業ົ

施設等が集積し

たᅇ㐟性の高い

商業⣔市街地

○商業・業ົ、ᩍ⫱・

ᩥ化、་⒪などの

機⬟が集積した、

にぎわいあࡩれる

地域⏕活拠点

○商業・業ົ施設

が連⥆し、多く

のே通りでにぎ

わうࣃーࣝࢭン

ター商店街と中

杉通りἢ道を中

心とした㦵᱁交

ὶ㍈

○公共公益施設

と⏕活ࢧービ

ス機⬟が集積

した利便性の

高い拠点

○交通⤖⠇機⬟が強化され

利便性が向上したまち

○防災性と安全性の

向上に㈨する道路

基盤等のᨵၿと、

にぎわい・ᩥ化・

交ὶ・ᩍ⫱・་⒪

などの都市機⬟が

強化され、あわせ

てみどりや周辺の

住環境ともㄪ࿴し

たまち

ṺனɳのܤμửૅảỦ᧸໎ɶ௔ਗໜ

ṺにẩỪẟとỚỄụᝅẦễ˰࿢ؾầσ܍Ẳ˰ỚዓけたẟộẼ

将来のまちのጼ
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Ў᣼К方針‚⃾‛ ᢊែ∝ʩᡫの方針

（Ϩ）で示した防災性の向上とあわせ、利便性や交通の安全性の向上等のほ点から、中杉通りの

延伸や⏕活道路の整備等を᥎進します。また、中杉通りや㥐周辺商店街等で、Ṍ行者と⮬㌿㌴にやさ

しい環境づくりを進めます。

主な取組主体 ○㸸区民及び事業者 □㸸行政（区等）

取組ϩձ 中杉通りの延伸整備と

᪂つࣂスࣝーࢺの᳨ウ ○□

取組ϩղ 中杉通りのṌ行者・⮬㌿㌴

通行✵間のᨵၿ ○□

取組ϩճ ⏕活道路の整備等 ○□

取組ϩմ 交通⤖⠇機⬟のᨵၿ・強化 □

取組ϩյ 交ᕪ点㒊等の

安全ᑐ策の඘実 □

取組ϩն ⮬㌿㌴の㉮行マࢼーのᨵၿ ○□

中杉通りの延伸整備を᥎進するとともに、㟷ᱵ街道

௨༡の市街地と区役所周辺、阿佐ࣨ谷㥐周辺等を⤖

。を᳨ウしますࢺスの᪂つࣝーࣂ路線ࡪ

建物のቨ㠃後㏥にࡼるṌ道✵間のᣑᖜ、ẁᕪの解ᾘ

にࡼるṌきやすいṌ道の整備、共ྠ㥔㌴ሙの整備等

にあわせたࣃー࢟ング・࣓ ーターの᧔ཤと⮬㌿㌴㉮

行ࣞーンの設置など、中杉通りのṌ行環境のᨵၿを

図ります。

『すぎなみの道づくり（道路整備方針）』（平成 2�

年㸱᭶）に基づき、主せ⏕活道路である杉一㤿橋公

ᅬ通り、阿佐谷໭㸰通り、杉භ東す通り、⚄通橋通

りにおいて道路のᣑᖜ整備や安全ᑐ策を行うとと

もに、ቨ㠃後㏥、↓㟁ᰕ化等にࡼり、交通の෇⁥化、

Ṍ行者、⮬㌿㌴の安全性の確保、ἢ道のᅵ地利⏝の

ಁ進などに取り組みます。

『杉並区⮬㌿㌴ࢿッ࣡ࢺーク計画』（平成 2� 年㸱

᭶）に基づき、上グの主せ⏕活道路の࡯か、ᯇᒣ通

り、阿佐谷໭一୎┠と阿佐谷໭五୎┠の境⏺の通り

等において、⮬㌿㌴の通行環境のᨵၿとṌ行者の安

全性の確保を図ります。

「杉並区⊃あい道路のᣑᖜに関する᮲例」に基づ

き、後㏥⏝地における通行の支㞀となる物௳の設置

⚗Ṇや重点整備路線のᣦ定等にࡼる⊃あい道路の

ᣑᖜ整備を᥎進します。（෌ᥖ）

阿佐ࣨ谷㥐の㥐前ᗈሙにおいて、ࢧイン・᱌ෆᯈ等

の඘実、ᗈሙ✵間のᨵၿや㐺ษな⟶⌮等を進め、౑

いやすさの向上を図ります。

༡阿佐ࣨ谷㥐周辺において、㥔㍯ሙの整備や中杉通

りの延伸整備にあわせたࣂス೵㌴ス࣌ースの確保、

ᗈሙ✵間の整備等を進め、交通⤖⠇機⬟の強化を図

ります。

事ᨾの多い交ᕪ点等において、┳ᯈや࢝ー࣑ࣈラ

ー、イ࣓ージࣁンプ（ͤ）の設置等を進め、安全ᑐ

策の඘実を図ります。

（ͤ）イ࣓ージࣁンプ㸸道路の⯒⿦のⰍやᮦᩱを一㒊ศࡔけ変え

て、พฝがあるࡼうにぢせかけることで、ドライࣂーにὀ

ពをಁし、⮬動㌴の㏿度をⴠとさせる効果のあるもの

⮬㌿㌴利⏝者のὀពႏ㉳をಁすため、┳ᯈの設置や

マࢼーᩍ⫱の඘実等に取り組みます。

阿佐ࣨ谷㥐༡ཱྀڸ

の㥐前ᗈሙ

中杉通りṌ道の⮬㌿㌴通行ڸ

□□□■□□_㸲．ศ野別の方針と取組

�

主な取組主体 ○㸸区民及び事業者 □㸸行政（区等）

Ў᣼К方針‚⃽‛ ᧸໎の方針

首都直下地震に備え、⇞えにくくಽれにくいまちづくりや災ᐖ時の活動にᚲせな道路✵間等の

確保、地域防災力の強化等に⥲ྜ的に取り組みます。

取組Ϩձ 延↝㐽᩿ᖏ・㑊㞴路等の整備 ○□

取組Ϩմ 防災拠点等の整備・඘実 ○□

取組Ϩյ 防災ᗈሙ等の整備 □

取組Ϩն 市街地の⪏震化、

不⇞化の᥎進 ○□

取組Ϩշ 㑊㞴・ᩆᛴ活動等を

෇⁥にする✵間づくり ○□

取組Ϩո 地域防災力の強化 ○

取組Ϩճ ⊃あい道路ᣑᖜ整備の᥎進 ○□

『杉並区⪏震ᨵಟಁ進計画』（平成2�年�᭶）に基

づいて、㟷ᱵ街道、中杉通りἢ道の⪏震化・不⇞化

を᥎進し、延↝㐽᩿ᖏ、㑊㞴路、㍺㏦路等としての

機⬟の向上を図ります。

ᗈ域㑊㞴ሙ所であるၿ⚟ᑎᕝ⥳地・࿴⏣ᇼ公ᅬ一ᖏ

への㑊㞴路の確保、防災拠点である区役所と㟷ᱵ街

道௨༡の市街地とを⤖ࡪ主せ動線の確保、おࡼび成

⏣東地区における延↝㐽᩿ᖏのᙧ成等を図るため、

中杉通りの延伸整備とἢ道建物の不⇞化を᥎進し

ます。

取組Ϩղ 主せ⏕活道路等のᣑᖜ整備等 ○□

災ᐖ時に区域ෆのᾘ防活動や㑊㞴、ᩆ助・ᩆᛴ活動

等の機㍈となる道路を確保するため、『すぎなみの

道づくり（道路整備方針）』（平成 2� 年㸱᭶）に基

づき、主せ⏕活道路等のᣑᖜ整備やቨ㠃後㏥、↓㟁

ᰕ化等を᥎進します。

「杉並区⊃あい道路のᣑᖜに関する᮲例」に基づ

き、後㏥⏝地における通行の支㞀となる物௳の設置

⚗Ṇや重点整備路線のᣦ定等にࡼる⊃あい道路の

ᣑᖜ整備を᥎進します。

区役所の建替え等にࡼり防災中ᯡ拠点としての機

⬟強化を図ります。

阿佐ࣨ谷㥐໭東地区の⑓㝔やᑠᏛᰯの⛣㌿ᨵ⠏を

ዎ機として、周辺道路基盤の整備、地域を支える་

⒪拠点の集⣙化・機⬟向上、災ᐖにᑐする地域の安

全性の向上を図ります。

✵き地、✵ᐙ等の活⏝にࡼり公ᅬ・ᗈሙの᪂つ整備

を進めるとともに、防ⅆỈᵴ 、防災಴ᗜ等の防災

設備の設置に取り組みます。

既存の公ᅬ・ᗈሙにかまど࣋ンࢳや防災஭ᡞを設置

するなど、防災ᗈሙとしての඘実に取り組みます。

⪁ᮙ木造建⠏物等の建替えまたは㝖༷に取り組み

ます。

᪂たな防ⅆつไ（ͤ）のᣦ定区域のᣑ኱を᳨ウし

ます。

↓᥋道ᩜ地や⊃ᑠᩜ地の集積等にࡼり建替えがᅔ

㞴なሙ所で共ྠ建替えを進めるなど、建物の⪏震

化・不⇞化をಁ進します。

⪏震化支᥼事業のᗈሗ・周▱の強化に取り組み

ます。

（ͤ）᪂たな防ⅆつไ㸸「東京都建⠏安全᮲例」第㸵᮲の㸱に基

づくつไで、ᣦ定されると、建物の᪂⠏やቑᨵ⠏の㝿にཎ

๎として‽⪏ⅆ建⠏物௨上の性⬟とするᚲせがあります。

ᑐ㇟区域ෆでは、現ᅾ、阿佐谷໭一・஧୎┠、阿佐谷༡一・

஧୎┠がᣦ定されています。

建物の建替えにあわせ、ࣟࣈックሟの᧔ཤと⏕けᇉ

または⥳化した࢙ࣇンス等へのㄏᑟに取り組み

ます。

緊ᛴ⏝㌴୧の通行に有効な㝮ษりの整備に取り組

みます。

ᩜ地ෆの通りᢤけ༠定やᗈሙの整備、建物の共ྠ化

等にࡼり、行きṆまりの解ᾘに取り組みます。

⏫会・⮬἞会、防災会、商店会等の地域組⧊が主体

的に行うึ期ᾘⅆ、ᩆ助、㑊㞴、ᖐ宅ᅔ㞴者へのᑐ

ᛂ等の取組の強化を図ります。

緊ᛴ⏝㌴୧の通行

のᵝᏊ

Ŧ杉ɳ区全域のኬᘑ

路 （ྙࠢՃ４᳧ச฼

の道路延ᧈƕ全道

路延ᧈにҩめるл

ӳ）Ƹኖ４ᲰᲟでƢ

ƕ、ஜ方針の対象区

域周辺でƸᲰᲪᲟ

ˌ上と᭗くなƬて

いまƢŵ

ڸ
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Ў᣼К方針‚℀‛ ↮↘り∝景ᚇ∝࿢ؾの方針

ースやみどりの๰ฟを図るとともに、まとまったᶞᯘ地の保全や㨩力的な街並みの࣌ープンス࢜

ᙧ成等に取り組みます。

主な取組主体 ○㸸区民及び事業者 □㸸行政（区等）

取組ϫձ まとまったᶞᯘ地の保全 ○□

取組ϫղ 民有地や公共施設における

みどりの保全・๰ฟ ○□

取組ϫճ 中杉通りの࢟ࣖࢣ並木の保全

と㨩力的な街並みᙧ成 ○□

取組ϫմ 㥐前にࡩさわしい

街並みのᙧ成 ○□

取組ϫյ 公ᅬ・ᗈሙの整備 ○□

取組ϫն Ỉ路等を活⏝した

㐟Ṍ道ࢿッ࣡ࢺークの整備 □

杉並区⥳地保全方針に基づき、地区計画等を活⏝し

てᒇᩜᯘ等のまとまったみどりを将来にわたって

保全するとともに、周辺環境とのㄪ࿴や地域への開

ᨺを᳨ウします。

中杉通りの࢟ࣖࢣ並木、㥐前ᗈሙのᶞ木、♫ᑎᯘ等

民有地のまとまったみどり等が連⥆したみどりの

。ークのᙧ成を図ります࣡ࢺッࢿ

（住宅地）

ᩜ地ෆのᶞ木の保全、⏕けᇉ等の᥋道㒊の⥳化にࡼ

るみどりの保全・඘実に取り組みます。

（商業地）

開発等の機会を捉えて、みどりの๰ฟとࢿッ࣡ࢺー

ク化を᥎進します。

❆先や店⯒入りཱྀ௜㏆等でᩜ地ෆの⥳化に取り組

みます。

（公共公益施設）

公共公益施設の᭦᪂時には、積ᴟ的にみどりの๰ฟ

とࢿッ࣡ࢺーク化に取り組みます。

中杉通りの࢟ࣖࢣ並木の保全と㐺ษな⟶⌮を進め

ます。

࢟ࣖࢣ並木を⏕かしながら、ἢ道の建物デザインや

ᒇእᗈ࿌物のㄏᑟを進め、Ὑ⦎された㢼᱁ある街並

みのᙧ成を図ります。

中杉通りの延伸㒊ศにおいて、街路ᶞの整備を᳨ウ

するなど㨩力的なᬒほのᙧ成を図ります。

㥐周辺の建物デザインやᒇእᗈ࿌物のㄏᑟ、ᗈሙ

のಟᬒ整備等を進め、まちの⋞関にࡩさわしい㢼

᱁ある街並みのᙧ成を図ります。

❧体都市公ᅬไ度（ͤ）の活⏝等を通ࡌて、❧地≉性

を⏕かした≉Ⰽある公ᅬづくりに取り組みます。

኱つᶍ開発等の機会を捉えて、ᗈሙ✵間の๰ฟを

図ります。

✵き地、✵ᐙの活⏝等にࡼりᗈሙ✵間の整備に取

り組みます。

地域住民との༠ാにࡼり、㨩力的な公ᅬ・ᗈሙづ

くりを進めます。

（ͤ）❧体都市公ᅬไ度㸸建物上㒊等に❧体的に公ᅬ区域を定

め、公ᅬとして整備することができるไ度

᱈ᅬᕝや㤿橋ඣ❺㐟ᅬなどᬯῺ（⵹かけỈ路）を

活⏝した㐟Ṍ道の整備とࢿッ࣡ࢺーク化を᥎進し

ます。

下஭ⲡ

阿佐谷

高෇ᑎ

࿴⏣・ᇼࣀෆ

方༡・࿴Ἠ

上஭ⲡ

すⲶ໭

すⲶ༡
Ⲷ❑༡

成⏣

高஭ᡞす

高஭ᡞ東

Ọ⚟

Ⲷ❑໭

5㸣未‶

10㸣～12㸣未‶

5㸣～10㸣未‶

12㸣௨上

⋠区ෆ１㸲のゾーン別の⥳地ڸ

（阿佐谷地域は2�5㸣と᭱もపい）
ฟ඾㸸杉並区みどりの実ែㄪᰝ（平成2�年度）

るᬯῺἢいの㢼ᬒࡌᏘ⠇をឤڸ

□□□■□□_㸲．ศ野別の方針と取組

10

Ў᣼К方針‚⃿‛ ՠಅ∝ဃ෇⇛∞⇹⇟の方針

中杉通りのᬒほや⏺㝰性（ͤ１）のある商店街の≉性をࡼり⏕かしながら、商店街の一ᒙの個性・

㨩力づくりやにぎわいの連⥆性の確保、ᅇ㐟性の向上や᠁いの✵間づくり等に取り組み、㥐周辺の

高い利便性とその後背にある良ዲな住宅地とがㄪ࿴したまちづくりを┠ᣦします。

（ͤ１）⏺㝰性（かいわいせい）㸸⏕活に密╔した個性的な㞺ᅖẼ

主な取組主体 ○㸸区民及び事業者 □㸸行政（区等）

取組Ϫմ 㥔㍯ሙ・㥔㌴ሙの整備 ○□取組Ϫձ 公共公益施設等の᭦᪂

にあわせた拠点機⬟の向上 ○□

取組Ϫճ 安全・ᛌ㐺な㈙物環境の確保 ○□

取組Ϫղ 商業・業ົ機⬟の⥔ᣢ・඘実 ○□

取組Ϫյ 地域㈨※を⏕かした

ほගಁ進・地域活性化 ○□

᭦᪂時期を迎えた公共公益施設等がある地区では、

෇⁥な建替えを進めるとともに、それにあわせた拠

点機⬟の強化、ᚲせな᪂つ機⬟のᑟ入、周辺の基盤

整備等のまちづくりに一体的に取り組みます。

阿佐谷らしいぶしみのある個性的な店⯒や、中杉通

りの࢟ࣖࢣ並木のᬒほを⏕かしたὗⴠた㞺ᅖẼの

中にⴠ╔きのឤࡌられる㨩力的な店⯒等のㄏᑟを

図ります。

㥐周辺にࡩさわしいᅵ地の高度利⏝と商業施設の

㨩力づくりを進めます。

地区計画（ͤ㸰）ไ度等の活⏝にࡼり、商業・業ົ

機⬟が連⥆した商店街のᙧ成を図ります。

（ͤ㸰）地区計画㸸都市計画ἲに基づいて定める地区・街区ࣞࣝ࣋

の都市計画で、まちづくりの方針や┠ᶆ、道路・ᗈሙ等の

公共的施設、建⠏物等の⏝㏵、つᶍ、ᙧែ等のไ㝈をきめ

⣽かく定めるもの。

道路の⯒⿦整備やࣜࣇ࢔ࣜࣂー化、↓㟁ᰕ化や、地

区計画ไ度の活⏝にࡼる街並みのㄏᑟ等を通ࡌて、

Ṍ行環境のᨵၿとᅇ㐟性の向上を図り、Ṍいてᴦし

いまちづくりを᥎進します。

኱つᶍ開発時の✵地の提౪や✵き店⯒の活⏝等に

等にも活⏝できࢺン࣋り、Ẽ㍍にఇ᠁ができ、イࡼ

るᗈሙ的✵間の๰ฟを図ります。

建物のࢭッࣂࢺック✵間等を活⏝して࢜ープンࣇ࢝

。等の設置を᥎進しますࢺッ࣏ラ࣡ーࣇ、ࢳン࣋や࢙

商ရや❧て┳ᯈ等のはみฟしに㓄៖し、Ṍ行・㈙い

物環境のᨵၿを図ります。

商店街における✵き地や✵き店⯒等を活⏝して、

㈙い物ᐈ⏝の㥔㍯ሙの整備に取り組みます。

既存㥔㌴ሙの❧体化や኱つᶍ開発等にあわせた᪂

設整備等にࡼり、商店街の共ྠ㥔㌴ሙの確保を図

ります。

Ṍ行者や⮬㌿㌴利⏝者と㌴の交㘒を防ࡄため、共ྠ

の㥔㌴ሙやⲴᤍきス࣌ースの確保に取り組みます。

㥐周辺の⏺㝰性ある㣧みᒇ街、かつてのỈ路に➃

を発するᬯῺ（⵹かけỈ路）や㔮りᇼ、ラࣗࣆタ

阿佐ࣨ谷等のࢽ࣑シ࢔ターやᑠ๻ሙ、阿佐ࣨ谷⚄

᫂ᐑやୡᑛ㝔、阿佐ࣨ谷࣓ࢽ࢔スࣜࢺーࢺ等の周

辺の地域㈨※を⤖ࡪᅇ㐟ࣝーࢺの設定・整備と、

᱌ෆᯈやࢧイン等の඘実に取り組みます。

地域のほග᝟ሗ発ಙの強化のため、地域一体とな

った取組の強化や拠点となる施設の整備等を᳨ウ

します。

ラスᖍのイ࣓ージࢸック✵間を⏕かしたࣂࢺッࢭ ڸ

ンࢭーࣝࣃ阿佐谷ڸ

ター商店街
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᣻ໜ的ӕኵ‚≔‛ ᧺˱∜᜿ᬜ҅ிעғ
のまちづくり

■᣻ໜ҄の࣏ᙲࣱ
阿佐ࣨ谷㥐໭東地区は、㥐⮳㏆の❧地に、Ṕྐとఏ⤫あるᑠᏛᰯの࡯か、区ෆ᭱኱つᶍの⑓ᗋ数を

有し地域་⒪の拠点となる⥲ྜ⑓㝔や、⑓㝔方向へ向かう商店街、኱つᶍなᒇᩜᯘ等が集まる≉ᚩ

的な地区となっており、そうした地区の≉性・㈨※を⏕かしたまちづくりがᚲせです。

」数の኱つᶍ建⠏物が建替え時期を迎えている࡯か、道路基盤が⬤ᙅで震災時に⏒኱な⿕ᐖが想定

されること、㑊㞴ሙ所への෇⁥な࢔クࢭスが㞴しいこと、商店街や⑓㝔周辺の交通環境など、喫緊

の課題を多く抱えています。また、将来に向けては、㥐前にࡩさわしいにぎわいの๰ฟや、㈗重な

みどりの保全・๰ฟ等も課題となっています。

ձ防災性・安全性の向上

・周辺のᾘ防活動ᅔ㞴区域の存ᅾ�э15㡫ཧ↷�

・㤿橋公ᅬ（災ᐖ時一時㑊㞴地）方㠃への࢔クࢭス

・中杉通りから⑓㝔への࢔クࢭス

・Ꮫᰯ・⑓㝔・商店街周辺のṌ行者等の交通安全

ղ኱つᶍ建⠏物の᭦᪂

・一㒊建物が建替え時期を迎えた⥲ྜ⑓㝔

・⠏年数が⤒㐣した杉並第一ᑠᏛᰯ

մみどりの保全・๰ฟ

・ᒇᩜᯘ等のみどりの将来にわた

る保全

・建替え等をዎ機とした᪂たなみ

どりの๰ฟ

ճ㥐周辺のにぎわい๰ฟ

・㥐⮳㏆の❧地を⏕かしたᅵ地の

有効利⏝や、都市機⬟の強化

杉一㤿橋公ᅬ通りは、ᖜဨが⣙ی ��5～��0P 未‶でṌ道のない一方通行で、通Ꮫ路にもなっています。㤿橋公ᅬ方㠃への࢔

クࢭス向上や㑊㞴路の確保、周辺のᾘ防活動の෇⁥化、Ṍ道設置にࡼる通Ꮫ路としての安全性向上、⮬動㌴交通の෇⁥化

等のほ点から、主せ⏕活道路としてᣑᖜ・┦஫通行化がᚲせです。（課題ձ）

᪂進会商店街通りは、㈙い物や通ی

㝔等のṌ行者の࡯か、ᩆᛴ㌴୧を

ྵむ⑓㝔関ಀ㌴୧、㤿橋公ᅬ方㠃

（໭東）や中ኸ線༡ഃへの通㐣㌴

୧等が集中し、安全性の向上が課

題です。また、街並みᙧ成や㥐前

にࡩさわしいᅵ地の有効利⏝に

ついても地域住民を交えた᳨ウ

がᚲせです。（課題ձ、ճ）

㥐直㏆でṌ行者通行㔞が多い一方、ᬯく⿬道的なی

㞺ᅖẼを有する高ᯫ下໭ഃ通りは、ࢦーࣝド街の

ᨵ⠏等を捉えた環境整備がᮃまれます。（課題ճ）

阿佐ヶ谷駅

けやきᒇᩜ

杉並第一

ᑠᏛᰯ

⥲ྜ⑓㝔

高ᯫ下໭ഃ通り

ࡼἙ໭⥲ྜ⑓㝔は、ቑ⠏等にی

り機⬟ศᩓし、一㒊建物が建

替え時期を迎えています。建

替えを通ࡌた地域་⒪拠点

としての඘実や、中杉通り方

㠃からの࢔クࢭス向上がồ

められます。（課題ձ、ղ）

ᰯ、杉並第一ᑠᏛᰯはی

⯋・ᰯ ᗞとも区ෆで᭱も

⊃く、将来に向けたᩍ⫱

環境の向上が課題です。

（課題ղ）

㥐⮳㏆にṧる㈗重なᒇᩜی

ᯘ等のみどりの保全が課

題です。（課題մ）

阿佐ヶ谷駅

北東地区の

主な課題

□□□□■□_㸳．取組の重点化
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ᾄ．ӕኵの᣻ໜ҄

ӕኵの᣻ໜ҄と˳ኒ҄

将来像の実現には、前グのさまࡊまなศ野別の取組を⥅⥆的に進めるᚲせがありますが、╔実かつ

効果的にまちづくりを進めるため、௨下のとおり、重点化の視点と体⣔化の視点を定めます。

これらの視点を㋃まえ、㸲つのまちづくりを「重点的取組」として体⣔化します。これら㸲つの「重

点的取組」については、ࡼり具体的なまちづくりの方向性を示すとともに、今後地域住民等と考え方

の共通化を図り、優先的に取り組みます。

࠙重点化ࠚ＜視点ׇ＞ 安全・安心など、喫緊の課題の解決に効果の኱きいもの

＜視点׈＞ ⪁ᮙ化した施設の᭦᪂など、具体的なまちづくりのきっかけがあるもの

࠙体⣔化ࠚ＜視 点＞ ┠ᶆϨ～ϫのうち、㸱つ௨上の┠ᶆの実現に向けて一体的に取り組むこと

がᚲせなもの

＜重点化の視点＞

災ᐖ時に拠点となるべき公共公益施設׈ׇ

が᭦᪂時期を迎える

中杉通りの延伸整備׈ׇ

＜体⣔化の視点＞

┠ᶆϨ・┠ᶆϩ・┠ᶆϪ・┠ᶆϫ

阿佐谷໭䠎㏻り

⚄㏻ʟ ㏻り

阿佐ヶ谷駅

༡阿佐ヶ谷駅

㻶㻾୰ኸ⥺

�１� 阿佐ࣨ谷㥐໭東地区

のまちづくり

＜重点化の視点＞

ׇ道路基盤が⬤ᙅで震災時

に⏒኱な⿕ᐖが想定され、

一時㑊㞴地への࢔クࢭス

に課題

ׇ商店街や⑓㝔周辺での交

通安全の確保

⑓㝔やᏛᰯが⛣㌿ᨵ⠏׈ׇ

をண定

地域主体でまちづくりを׈

考える動き

�㸱� 中杉通りἢ道の

安全・ᛌ㐺で㨩力

的なまちづくり

＜重点化の視点＞

ׇṌ道にṌ行者・⮬㌿㌴

が集中するなど、通行

環境の安全性・ᛌ㐺性

に課題

中杉通りの延伸整備や׈

公共公益施設の᭦᪂

＜体⣔化の視点＞

┠ᶆϩ・┠ᶆϪ・┠ᶆϫ

＜重点化の視点＞

ׇ道路基盤が⬤ᙅで震災時に⏒኱な⿕ᐖが想定

され、㑊㞴ሙ所への࢔クࢭスに課題

主せ⏕活道路の優先整備路線、⊃あい道路の重׈

点整備路線のᣦ定

＜体⣔化の視点＞

┠ᶆϨ・┠ᶆϩ・┠ᶆϪ

�㸰� ༡阿佐ࣨ谷㥐周辺のまちづくり

＜体⣔化の視点＞

┠ᶆϨ・┠ᶆϩ・┠ᶆϪ・

┠ᶆϫ

�㸲� 道路基盤の整備等にࡼる防災性の向上
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①安全・安心

る防災性とṌ行者等の安全性の向上ࡼ周辺道路基盤の整備に（࢔）
・⥲ྜ⑓㝔とᑠᏛᰯの⛣㌿ᨵ⠏をዎ機として、ᅵ地区画整⌮事業等のᡭἲを活⏝し、主せ⏕活道路である杉

一㤿橋公ᅬ通りのᣑᖜ（㌴道・Ṍ道をྜわせてᖜဨ㸷㹫）・┦஫通行化と周辺区道等のᣑᖜ・௜替えを行い

ます。これにࡼり、災ᐖ時の一時㑊㞴地である㤿橋公ᅬ方㠃への࢔クࢭス向上や㑊㞴路の確保、周辺のᾘ

防活動の෇⁥化、Ṍ道設置にࡼる通Ꮫ路としての安全性向上、⮬動㌴交通の෇⁥化等を図ります。

・᪂進会商店街通り等については、地区計画ไ度を活⏝し建替えの㝿に建物のቨ㠃後㏥をㄏᑟする࡯か、並

行する杉一㤿橋公ᅬ通りのᣑᖜにࡼり商店街への㌴୧のὶ入をῶらすことで、Ṍ行者等の安全性・ᛌ㐺性

の向上を図ります。

（イ）地域་⒪拠点の集⣙化・機⬟向上
・⥲ྜ⑓㝔の⛣㌿ᨵ⠏にࡼり、་⒪施設の集⣙化と機⬟向上を図ります。また、中杉通りから⑓㝔へのᩆᛴ

㌴୧等の࢔クࢭスをᨵၿします。

災ᐖにᑐする地域の安全性の向上（࢘）
・ᑠᏛᰯの⛣㌿ᨵ⠏をዎ機として、震災時に⏒኱な⿕ᐖが想定される地域ෆに᪂たな࢜ープンス࣌ースを๰

ฟし、災ᐖにᑐする地域の安全性向上を図ります。

る周辺の震災時のᾘ防活動の෇⁥化についてࡼ杉一㤿橋公ᅬ通りの整備にی

ғࢫ৑Ẇծᅦݢ߷ዯעὉԧဋؗ

πטί࠼؏ᢤᩊئ৑ὸ方᩿ồ

ᬔ೛πטίɟ଺ᢤ

ᩊעὸ方᩿ồ

みどりと調和した地域

活性化拠点づくり

主要生活道路

の拡幅と相互

通行化

地域医療拠点

の集約化・機

能向上

地区計画制度を活用

した壁面後退の誘導

周辺区

道等の

拡幅や

付替え

♫ᑎᆅ

䛡䜔䛝

බᅬ
駅๓

ᗈሙ

震災救援所（小学校）

公園、駅前広場、社寺地

防災の軸

避難場所等＜地図範囲外＞

周辺区道等

地域医療拠点

ซ例

震災時ᾘ防活
動ᅔ㞴区域

道路整備にࡼ
るᅔ㞴区域の
解ᾘ

（ͤ）ᖿ線道路から連⥆したᖜဨ㸴㹫௨上の道路から༙ᚄ2�0㹫௨㐲を震災時のᾘ防活動ᅔ㞴区域として想定したሙྜ

ᅔ㞴区域

杉一ᑠ

㤿ᶫබᅬ

解
ᾘ
区
域

ᅔ
㞴
区
域

杉一ᑠ

（⛣㌿ᨵ⠏）

㤿ᶫබᅬ

ᅔ㞴区域

解
ᾘ
区
域

杉一ᑠ

（⛣㌿ᨵ⠏）

㤿ᶫබᅬ

䕦⌧ᅾ ᑠᏛᰯ⛣㌿⏝ᆅ໭ഃま䛷䛾ᣑᖜڸ
䛻䜘䜛ᅔ㞴区ᇦ䛾ゎᾘ

㤿ᶫබᅬま䛷䛾ᣑᖜ䛻䜘䜛ڸ
ᅔ㞴区ᇦ䛾ゎᾘ
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■ӕኵの方Ӽࣱ

ձ安全・安心（15㡫）
道路基盤等のᨵၿを進め、防災性・安全性の向上を図ります。

ղにぎわい（1�㡫）
拠点づくりとᅇ㐟性の向上を通ࡌて、㥐周辺にࡩさわしい

にぎわいの๰ฟを図ります。

ճみどり（1�㡫）
みどりの保全・๰ฟとࢿッ࣡ࢺーク化を進めます。

᧸໎ࣱὉܤμࣱのӼɥとẆᬜЭにỐẰỪẲẟᣃࠊೞᏡの҄ࢍẆ

ỚỄụở˰࿢ؾとᛦԧẲたộẼづẪụ
⑓㝔とᑠᏛᰯの⛣㌿ᨵ⠏にకうᅵ地利⏝㌿᥮をዎ機として、防災性と安全性の向上に㈨する道ྜ⥲ە

路基盤等のᨵၿと、にぎわい・ᩥ化・交ὶ・ᩍ⫱・་⒪などの都市機⬟を強化し、あわせてみどり

や周辺の住環境ともㄪ࿴したまちづくりを計画的に᥎進します。

■ᡶỜ方
首都直下地震のษ㏕性へのᑐᛂが喫緊の課題である≧ἣを㋃まえ、᪩ᛴにまちづくり計画を策定します。そ

の上で、地区計画ไ度を活⏝した㨩力的な街並みのㄏᑟやみどりの保全を図るとともに、⥲ྜ⑓㝔やᑠᏛᰯ

の⛣㌿ᨵ⠏をዎ機として、ᅵ地利⏝のぢ直しを行い、また、ᅵ地区画整⌮事業等の活⏝にࡼり、㸱つの኱つ

ᶍᩜ地における一体的・連⥆的な建物の解体・建設、ᩜ 地の整ᗎ及びそれらにకう周辺道路基盤の整備を╔

実に進めます。

「すぎなみの道づくり（道路整備方針）」（平成 2� 年㸱᭶）において、杉一㤿橋公ᅬ通りについては、中杉

通りから㤿橋公ᅬまでのᣑᖜ・┦஫通行化を進める方針としています。≉に、上グのとおり、⥲ྜ⑓㝔とᑠ

Ꮫᰯの⛣㌿ᨵ⠏をዎ機に、ᑠᏛᰯ⛣㌿⏝地໭ഃまでを先行的にᣑᖜ・┦஫通行化に取り組みます。

地域のまちづくりᅋ体が、地区計画ไ度の活⏝等を視野に入れた「まちづくり構想」の᳨ウを行っている≧

ἣなどをὀ視しつつ、地域住民等とのពぢ交᥮等を密に行いながら、上グの取組を計画的に進めます。

阿佐ࣨ谷㥐໭東方㠃の「災ᐖ時活動ᅔ㞴度をی

考៖したⅆ災༴㝤度」（㸳ẁ㝵）

ฟ඾䠖ᮾி㒔䛄ᆅ㟈䛻㛵䛩䜛ᆅᇦ༴㝤ᗘ ᐃㄪᰝ䛅䠄ᖹᡂ㻞㻡ᖺ䠕᭶බ⾲䠅

小学校

（ᆆ᠃ોሰ）

㧗෇ᑎ駅

方㠃

阿佐ヶ谷

駅๓

ƴ
Ɨ
ǘ
ƍ
の
拠
点

ՠࡃᘑ周辺のƴƗǘƍ

にぎわいの㍈

みどりと調
和した地域
医療拠点

みどりと調和した

地域活性化拠点

䛡䜔䛝බᅬ

阿佐ࣨ谷㥐໭東地区のまちづくり方針図

阿佐ࣨ谷㥐

㸲
（阿佐谷໭㸳）

㸲
（高෇ᑎ໭㸲）

㸳
（高෇ᑎ໭㸱）

㸱
（阿佐谷໭㸲）

㸲
（阿佐谷໭１）

㤿橋公ᅬ

杉一㤿橋

公ᅬ通り

杉一ᑠ（⛣㌿ᨵ⠏） 高෇ᑎ㥐
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阿佐ヶ谷駅

૤௎のみどりのދ

̬全と周辺࿢ؾと

の調和

みどりと調和した

地域活性化の拠点

づくり

ዮӳ၏ᨈ・小学校のᆆ

᠃ોሰ等をڎ機とした

ૼたƳみどりのоЈと

ȍȃȈȯȸǯ化

♫ᑎᆅ

䛡䜔䛝බᅬ

Įみどり ỚỄụの̬μὉоЈと἟ἕἚὁὊἁ҄ửᡶỜộẴ

ᒇᩜᯘのみどりの保全と周辺環境とのㄪ࿴（࢔）
・⥲ྜ⑓㝔の⛣㌿ᨵ⠏に㝿して、ᅵ地利⏝のぢ直しと地区計画ไ度等の活⏝にࡼり、地域のシンࣝ࣎である

けやきᒇᩜのみどりを将来にわたって可⬟な㝈り保全し、周辺環境とのㄪ࿴を図るとともに、地域住民や

⑓㝔、商店街をゼれるேにもさらにぶしまれるみどりとして、地域への開ᨺを᳨ウします。

（イ）᪂たなみどりの๰ฟとࢿッ࣡ࢺーク化
・⥲ྜ⑓㝔やᑠᏛᰯの⛣㌿ᨵ⠏等をዎ機として、᪂たなみどりのࢿッ࣡ࢺーク๰ฟを図ります。

・けやき公ᅬは、プーࣝᩜ地㒊ศに❧体都市公ᅬไ度を活⏝し、みどりとㄪ࿴した地域活性化拠点として整

備します。

・中杉通り、♫ᑎ地等を活⏝したみどりのࢿッ࣡ࢺーク化を進め、㥐前でありながらᛌ㐺で₶いのある✵間

づくりに取り組みます。

体都市公ᅬไ度について❧ی

体都市公ᅬのイ࣓ージ❧ڸ体都市公ᅬの整備イ࣓ージ❧ڸ

ૼたƳみどりのоЈ

社寺地のみどり

地域のǷȳȜȫとƳǔ

みどりの拠点・軸

㒔ᕷබᅬ䛾区ᇦ

地盤㠃

建物上㒊等に❧体的に

公ᅬ区域を定め、公ᅬと

して整備することにࡼ

り、㈗重な都市✵間を㝵

ᒙ的に有効利⏝するこ

とができます。

□□□□■□_㸳．取組の重点化

1�

ĭƴƗǘƍ

杉一ᑠ㊧地等におけるにぎわいの拠点づくり（࢔）
・㥐⮳㏆の❧地を⏕かし、杉一ᑠ㊧地を一体的な街区としてᅵ地利⏝のぢ直しを行うことにࡼり、民間の࢘ࣀ

。り有効に活⏝した᪂たなにぎわいの拠点づくりについて、᳨ウしますࡼを࢘ࣁ

（イ）けやき公ᅬを活⏝した、みどりとㄪ࿴した地域活性化拠点づくり
・けやき公ᅬプーࣝᩜ地を活⏝し、地域区民ࢭンター等を⛣㌿ᨵ⠏し、みどりとㄪ࿴した地域活性化拠点とし

て整備します。

商店街周辺のṌいてᴦしいまちづくり（࢘）
・᪂進会商店街通りでは、地区計画ไ度を活⏝した㨩力的な街並みᙧ成やṌ行者優先化等にࡼり、㈙い物環境

の向上等に取り組みます。

・㕲道事業者等と連ᦠし、高ᯫ下通路や高ᯫ下໭ഃ通りの環境ᨵၿを進め、㥐からけやき公ᅬ方㠃や中ኸ線༡

໭方向など、地域のᅇ㐟性向上を図ります。

街並みㄏᑟᆺ地区計画についてی

地区計画で建物のቨ㠃の位置と

建⠏物の高さのไ㝈等を定める

ことにࡼり、前㠃道路のᖜဨに

るᐜ積⋡ไ㝈や道路ᩳ線ไ㝈ࡼ

を⦆࿴します。

これにࡼり、建⠏物のቨ㠃や高

さ等を一定の⠊ᅖෆにㄏᑟし、

ᅵ地の有効利⏝を᥎進したり、

良ዲな街並みをㄏᑟします。

ƴƗǘƍ・地域活性

化の拠点

駅周辺のƴƗǘƍ

ƴƗǘƍの軸

高ᯫ下໭ഃ通り

地区計画制度を活用した

᭽щႎƳᘑɳみ࢟঺等ƴ

Ǒǔᝰƍཋ࿢ؾの向上

小学校ួ地等

を活用したƴ

Ɨǘƍの拠点

づくり

みどりと調和

した地域活性

化拠点づくり

⥲ྜ⑓㝔

阿佐谷᪂進会商店街通り
㧗෇ᑎ駅

方㠃䛾

䛻䛞䜟䛔
阿佐ヶ谷
駅๓䛾
䛻䛞䜟䛔

࿢ؾોծƴǑǔ

ׅᢂ性の向上

街並みㄏᑟᆺ地区計画のイ࣓ージڸ
ฟ඾㸸東京都都市整備ᒁ࣍ー࣒࣌ージ
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πσπႩ଀ᚨの୼ૼởɶனᡫụのࡨ˦ửڎೞとẲた

ਗໜࣱのӼɥ

公共公益施設の᭦᪂や中杉通りの延伸整備を、数十年に１度

のまちづくりの機会と捉え、ྛ 施設᭦᪂にあたっては、施設設

置主体が┦஫に連ᦠし、෇⁥かつ効⋡的な建替え等の᳨ウと、

区民の利便性向上やまちの活性化等を図ります。

■ӕኵの方Ӽࣱ
ձ施設᭦᪂等をዎ機に、௨下のࡼうな拠点機⬟の඘実を通して、区民の利便性向上やまちの活性化等

を図ります。

ղྛ施設の効⋡的な建替え、区民の利便性向上、まちの活性化等を図るため、関ಀ機関が連ᦠし、施

設の」ྜ化・多機⬟化や、㟷ᱵ街道・中杉通りの交ᕪ点㒊周辺における中杉通りの延伸整備等とあ

わせた㠃的整備の可⬟性、ᅵ地の高度利⏝等、整備ᡭἲをᖜᗈく᳨ウします。

■ᡶỜ方
公共公益施設の᭦᪂に

あたっては、区・ᅜ・

都の୕者で設置した

「まちづくり連⤡会

㆟」を活⏝し᝟ሗ共有

を図るなど、区が積ᴟ

的かつ主体的に取り組

みます。

ྛ施設機⬟を⥔ᣢ・⥅

⥆するための一時⛣㌿

ሙ所の確保等、中㛗期

的な視点に❧って、ྛ

施設の෇⁥かつ効⋡的

な᭦᪂について᳨ウし

ます。

中杉通りの延伸整備等

とあわせ、拠点として

の利便性向上やἢ道ま

ちづくりについて᳨ウ

します。

○防災拠点機⬟強化
○地下㕲、ࣂス、周辺施設間の連ᦠ強化にࡼる利便性の向上
○㥐前の「㢦」や区民交ὶのሙ、ࣂス೵␃所等の交通機⬟をවね備えたᗈሙの整備
○通໅・通Ꮫや周辺施設利⏝等のための㥔㌴ሙ、㥔㍯ሙの整備
○公共、ᩥ化・ᩍ⫱、交ὶ等のྛ✀ࢧービス機⬟の連ᦠ強化
○周辺商店街と連ᦠし㥐前にࡩさわしい商業機⬟の඘実
○中杉通りなど周辺ᬒほとㄪ࿴した⥳化の᥎進

༡阿佐ࣨ谷㥐周辺ڸ

杉並
ᾘ㜵⨫

杉並区ᙺᡤ䠄ᮾᲷ䠅

杉並㆙ᐹ⨫

杉並㒑౽ᒁ

杉並㒔⛯஦ົᡤ

ᮾி㒔Ỉ㐨ᒁ
ᪧႠᴗᡤ

༡阿佐ࣨ谷㥐周辺のまちづくり方針図

・地下㕲、ࣂス、周辺

施設間の連ᦠ強化に

る利便性の向上ࡼ

・交通ᗈሙ機⬟の᳨ウ

・中杉通り延伸整備と

あわせた㠃的整備ᡭἲ

の可⬟性等の᳨ウ

・中杉通り延伸整

備とあわせた

ἢ道まちづく

りの᳨ウ

・公共公益施設の建替え

等の᳨ウ

・防災中ᯡ拠点機⬟強化

・㥔㌴ሙ・㥔㍯ሙの整備

・公共、ᩥ化・ᩍ⫱、交ὶ

などのྛ✀ࢧービス機⬟

の連ᦠ強化

・商業機⬟の඘実

・⥳化の᥎進

・ᗈሙ機⬟の඘実

ՠಅなỄᜂೞᏡのΪ ίܱỶἳὊἊὸ

駅ЭỆỐẰỪẲẟዯ҄のਖ਼ᡶở

ೞᏡのΪئ࠼ ίܱỶἳὊἊὸ

阿佐谷༡ඣ❺㤋
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᣻ໜ的ӕኵ‚≕‛ Ҥ᧺˱∜᜿ᬜԗᡀ
のまちづくり

■᣻ໜ҄の࣏ᙲࣱ
༡阿佐ࣨ谷㥐周辺は、「㌟㏆な⏕活拠点」ですが、区役所、㆙ᐹ⨫、都⛯事ົ所等の公共公益施設

が集積する官庁街（シビックゾーン）として、区民の安全や⏕活を支える拠点でもあります。こ

れらの施設の多くが⠏㸲０年から㸳０年௨上を⤒㐣し、建物の᭦᪂時期を迎えつつある中、それ

らが機⬟を⥔ᣢ・⥅⥆しながら建替え等を進めていくとともに、そうしたきっかけを捉えてまち

づくりを進めていくᚲせがあります。

Ṹᩗ໎଺の区ࢫ৑のࢫлὉೞᏡί̊ᅆὸ

Ṻ໎ܹỆ᧙ẴỦऴإのӓᨼὉˡᢋ

Ṻᘮܹཞඞのᛦ௹Ẇᘮ໎ᚰଢ୿のႆᘍ

Ṻᩗ໎૔ੲ৑のᢃփẆᘮ໎ᎍの૔ੲὉ૔ᜱ

Ṻ࠙׉ܡᩊᎍのૅੲ

Ṻ᧸၃Ẹの˂̬ͤᘓဃ

Ṻ࣯ࣖዅ൦ẆắỚὉẲބϼྸ

Ṻ໎ܹࣄᐻᚘဒのሊܭ

Ṻ࣯ࣖˎᚨ˰ܡのλއሁ

ṺᢊែẆඕ߷Ẇ೛నሁの̬μẆૢͳẆࣄ଒

ṺầủẨϼྸ ሁ

施設ྡ
⏦ㄳཪは

❹ᕤ年

ձ 杉並区役所�東Ჷ� ᫛࿴3�年

ղ ⏘業商ᕤ会㤋 ᫛࿴�0年

ճ 阿佐谷༡ඣ❺㤋 ᫛࿴�5年

մ 杉並都⛯事ົ所 ᫛࿴�2年

յ 杉並㆙ᐹ⨫ ᫛࿴50年

ն 杉並ᾘ防⨫ ᫛࿴50年

շ 東京都Ỉ道ᒁᪧႠ業所 ᫛࿴51年

ո 杉並⛯ົ⨫ ᫛࿴�0年

չ 杉並㒑便ᒁ ᫛࿴3�年

Ṻ঺ဋ東Ẇ঺ဋᙱ地区ẦỤỊẆ阿佐ヶ谷駅૾᩿ồのẴẩɺίἅἱἷἝἘỵἢἋὸầẝỦờ

ののẆʞଐࠊᘑᢊửኺဌẲẺἢἋ̝のМࣱ̝ầ᭗ẟ᭗όݢὉɶ᣼駅૾᩿ởẆᒶᆿ駅ԗ

ᡀồのМဇᎍầٶẟờのểਖ਼ᚘẰủộẴẇɶனᡫụのࡨ˦ૢͳỆợụẆ阿佐谷地؏ồ

のỴἁἍἋầӼɥẴỦẮểẦỤẆཎỆҤ阿佐ヶ谷駅ԗᡀのਗໜࣱのӼɥầ課題ỂẴẇ

本地震での⇃ڸ
Ᏹᅵ市役所のಽቯ

㜰⚄・ῐ路኱震災でのڸ
⚄ᡞ市役所のಽቯ

༡阿佐ࣨ谷

阿佐ࣨ谷
高෇ᑎ 中野

Ⲷ❑

᪂高෇ᑎ

ڸ

ᪧ阿佐ࣨ谷

住宅

㑊㞴ሙ所

Ҥ阿佐ヶ谷駅ԗᡀ地区の主な課題

ձ防災中ᯡ拠点としての機⬟

・区役所は災ᐖ発⏕時には、区民⏕活

の෌建と都市の᚟⯆を図るため、中

心的な拠点となってその役๭・機⬟

を果たすことがᚲせです。

・区庁⯋東Ჷは⠏50年௨上を⤒㐣し、

設備も⪁ᮙ化していることから、計

画的保全とᨵ⠏に向けた᳨ウがᚲ

せです。

ղ⠏年数の⤒㐣した公共公益

施設の᭦᪂

・官庁街（シビックゾーン）である༡

阿佐ࣨ谷㥐周辺の公共公益施設は

⠏�0 年௨上を⤒㐣し、᭦᪂期を迎

えています。

ճ中杉通りの延伸

・中杉通りの延伸整備にࡼり、成⏣

地区方㠃からの࢔クࢭス向上がぢ

㎸まれることから、⏕活ࢧービス

機⬟の඘実など拠点性の向上が課

題です。

༡阿佐ࣨ谷㥐周辺の公共公益施設ڸ
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঺࢟μὉࣛᢘỂ᭽щ的ễඝᢊᆰ᧓のܤở᧙̞ೞ᧙とのᡲઃὉң΁にợỦ؏ע
࢟ࣖࢣ並木を⏕かしながら、良ዲな街並みᙧ成やἢ道店⯒等の連⥆性確保、Ṍ行者・⮬㌿㌴の安全

性・ᛌ㐺性の向上等にࡼり、地域の㦵᱁交ὶ㍈として㨩力的でにぎわいのあるἢ道✵間のᙧ成を図

ります。

具体化に向けては、現ᅾ㌴道の∦ഃ１㌴線ศをᑓ有しているࣃー࢟ング・࣓ーターのス࣌ースを、

将来的にṌ道のᣑᖜや⮬㌿㌴㉮行✵間へ㌿⏝する等のᑐ策について、地域の方ࠎや関ಀ機関との連

ᦠ・༠ാのもと、実現を┠ᣦします。

■ӕኵの方Ӽࣱ（࢝ッࢥෆは今後の᳨ウෆᐜ）

ձ安全・ᛌ㐺なṌ行者・⮬㌿㌴✵間のᨵၿ
（Ṍ道とศ㞳した⮬㌿㌴㉮行✵間の確保、将来的なࣃー࢟ン

グ・࣓ ーターの᧔ཤ、共ྠ㥔㌴ሙやⲴさばきス࣌ースの確保

（Ⲵさばき㥔㌴ሙのタイ࣒シࣜ࢔࢙ング等ࢺࣇࢯ的ᡭἲの

᳨ウをྵむ）、商店街利⏝者のための㥔㍯ሙの整備等）

ղὙ⦎された㢼᱁ある㨩力的な街並みのᙧ成
（建物デザインやᒇእᗈ࿌物のつไ・ㄏᑟ等）

ճᅇ㐟性やᛌ㐺性の向上
（中杉通り・ࣃーࣝࢭンター間の通りᢤけ通路やࢣ࣏ッࣃࢺー

クの整備等）

մにぎわいの連⥆性確保
（建物పᒙ㝵への商業・業ົ施設のㄏᑟ等）

■ᡶỜ方
取組の具体化には、ἢ道ᶒ利者

や商店街関ಀ者等の⌮解と༠

力がᚲせなことから、まࡎ、Ṍ

道の交通≧ἣやࣃー࢟ング・࣓

ーターをྵむ㏆㞄㥔㌴ሙの利

⏝≧ἣ、周辺商店街のⲴさばき

の現ἣ等について、実ែㄪᰝを

行い、その⤖果を共有したうえ

で、༠ാの取組を進めます。

具体的ᑐ策の実現に向けて、地

域、道路⟶⌮者、㆙ᐹ等をྵめ

た᳨ウ体ไづくりを進めます。

地域主体にࡼるᰂ㌾かつ⥅⥆

的な取組を可⬟とするため、࢚

等、ま（ͤ）ࢺジ࣓ンࢿマ࢔ࣜ

ちづくりのࣝーࣝづくり等の

取組を積ᴟ的に支᥼します。

（ͤ）地域における良ዲな環境や地域の౯

್を⥔ᣢ・向上させるための、住民・

事業主・地ᶒ者等にࡼる主体的な取り

組み（ᅜᅵ交通┬『࢔࢚ࣜマࢿジ࣓ン

（りࡼ『ࣝ࢔ࣗࢽ᥎進マࢺ

Ṍ道とศ㞳した⮬㌿㌴㉮行✵間の将来イ࣓ージڸ

○Ὑ⦎された㢼᱁

ある㨩力的な

街並みのᙧ成

（建物デザイン

やᒇእᗈ࿌物の

つไ・ㄏᑟ等）

○ᅇ㐟性やᛌ㐺性

の向上（ࢣ࣏ッࢺ

（ークの整備等ࣃ

○にぎわいの連⥆

性確保（建物ప

ᒙ㝵の商業・業

ົ施設のㄏᑟ等）

○ᅇ㐟性やᛌ㐺性の向

上（中杉通り・ࣃー

ンター間の通りࢭࣝ

ᢤけ通路の整備等）

○㥔㍯ሙの整備

○安全・ᛌ㐺なṌ行

者・⮬㌿㌴✵間のᨵ

ၿ（Ṍ道とศ㞳した

⮬㌿㌴㉮行✵間の確

保等）

○Ⲵさばき㥔㌴ሙのタ

イ࣒シࣜ࢔࢙ング等

的ᡭἲの᳨ウࢺࣇࢯ

○共ྠ㥔㌴ሙやⲴさば

きス࣌ースの確保

○共ྠ㥔㌴ሙやⲴさば

きス࣌ースの確保

中杉通りἢ道のまちづくり方針図

ᐯ᠃៻ឥᘍἾὊὅのỶἳὊἊ σӷのᬟ៻ئὉᒵẰịẨἋἬὊἋのỶἳὊἊ
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᣻ໜ的ӕኵᵆᾂᵇ ɶனᡫụඝᢊのܤμὉࣛᢘỂ
᭽щ的ễộẼづẪụ

■᣻ໜ҄の࣏ᙲࣱ
中杉通りのṌ道にはṌ行者・⮬㌿㌴が集中し、安全な通行✵間の確保が課題となっています。

中杉通りἢ道は、࢟ࣖࢣ並木という区を௦⾲するᬒほを有し、『杉並区ᬒほ計画』においてᬒほᙧ

成のࣔデࣝ地区にᣦ定されています。

Ṍ行者ᑓ⏝の商店街としてにぎわいをぢせるࣃーࣝࢭンターと、みどりのࢺンࣝࢿにそわれた中杉通

りは、個性と㨩力を有するにぎわいの㍈として、地域のࣈランド౯್を向上させるవ地があります。

Ṍ行者・⮬㌿㌴の安全性の確保
さらなるᬒほの向上とᬒほを⏕かした

個性的で㨩力的なにぎわいづくり

111
31

44
75

23
50

30
12

0

0 20 40 60 80 100 120

䐟Ṍ㐨䛸ศ㞳䛧䛯⮬㌿㌴㉮⾜✵㛫䛾☜ಖ

䐠䠄ᑗ᮶ⓗ䛺䠅䝟ー䜻䞁䜾䝯ー䝍ー䛾᧔ཤ

䐡ඹྠ㥔㌴ሙ䜔Ⲵᤍ䛝䝇䝨ー䝇䛾☜ಖ

䐢ၟᗑ⾤฼⏝⪅䛾䛯䜑䛾㥔㍯ሙ䛾ᩚഛ

䐣ᘓ≀䝕䝄䜲䞁䜔ᒇእᗈ࿌≀䛾つไ䞉ㄏᑟ等

䐤㏻りᢤ䛡㏻㊰䜔䝫䜿䝑䝖䝟ー䜽䛾ᩚഛ等

䐥ᘓ≀పᒙ㝵䜈䛾ၟᴗ䞉ᴗົ᪋タ䛾ㄏᑟ等

䐦䛭䛾௚

䐧≉䛻䛺䛔䞉䜟䛛䜙䛺䛔

࠙WRSLFVࠚ

中杉通りの↓㟁ᰕ化

↓㟁ᰕ化（㟁線㢮の地中化）

には、災ᐖの防Ṇ、安全・

෇⁥な交通の確保、良ዲな

ᬒほᙧ成等の効果が期ᚅさ

れています。東京都では、

平成3�年度までのண定で、

中杉通りの↓㟁ᰕ化を᥎進

しています。

並木等のᬒほを⏕かし࢟ࣖࢣی

たさらなる㨩力づくり、にぎわ

いづくりがồめられています。

さわしいὙࡩ並木通りに࢟ࣖࢣ・

⦎された㢼᱁のあるἢ道建物

等のデザインㄏᑟ

・並行する商店街とのᕪ別化や≉

ᚩづくり

・⁫␃・交ὶ✵間の確保

区を௦⾲するᬒほをᙧ成するی

⌮⟶・並木を㐺ษに保ㆤ࢟ࣖࢣ

し、安全で೺全な並木の存⥆を

図るᚲせがあります。

・ング࢟ーࣃ㌴道の第1通行ᖏがی

࣓ーターとなっており、⮬㌿㌴が

㌴道を通行しにくい環境にあり

ます。

ɶனᡫụඝᢊԗᡀ地区の主な課題

中杉通りの通行㔞はṌ行者ی

⣙���00ே、⮬㌿㌴⣙2��00

�ྎ平日 12 時間�と多くなっ

ています。

り、Ṍ道の有効ࡼ㎸み等に᳜ی

ᖜဨは2�5P ⛬度の㒊ศが多

くなっています。

Ṍ道上では、Ṍ行者・⮬㌿㌴ی

の㘒⥈がぢられ、Ṍ行環境の

安全性・ᛌ㐺性に課題があり

ます。

、店⯒等を有さないマンション等ی

店⯒の連⥆性に課題があります。

一㒊で中杉通りに⿬ഃを向けてی

いる店⯒がぢられます。

ス（平࢘ࣁープン࢜○

成2�年㸴～㸵᭶）の

では、中ࢺーࢣン࢔

杉通り周辺で取り組

むべき課題として、

「Ṍ道とศ㞳した⮬

㌿㌴㉮行✵間の確

保」が᭱も多くᣲࡆ

られました。
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᧸໎щのӼɥに᝻ẴỦᢊែؕႴሁのૢͳ
防災や交通安全等のほ点から、⏕活道路や⊃あい道路のᣑᖜ等を通ࡌて体⣔的な道路ࢿッ࣡ࢺーク

の整備に取り組むとともに、↓㟁ᰕ化についても積ᴟ的に᥎進を᳨ウします。

成熟した市街地である本地域での体⣔的な道路ࢿッ࣡ࢺークの実現には課題がありますが、地域の

まちづくりのዎ機を捉えるなど、整備効果の高いものから優先的に整備に取り組みます。

■ӕኵの方ӼࣱὉᡶỜ方

ձ主せ⏕活道路等の整備
杉一㤿橋公ᅬ通りは、『東京都防災都市づくり᥎進計画』（平成2�年㸱᭶）

において防災⏕活道路（ͤ）に位置づけられています。㤿橋公ᅬへの࢔クࢭ

スや周辺のᾘ防活動の෇⁥化、交通安全等のほ点から、『すぎなみの道づく

り（道路整備方針）』に基づき、ᣑᖜと┦஫通行化に向けて、「優先整備路

線」として᪩期の事業化を┠ᣦします。

（ͤ）防災⏕活道路㸸延↝㐽᩿ᖏにᅖまれた市街地における緊ᛴ㌴୧の通行や෇⁥なᾘⅆ・

ᩆ᥼活動及び㑊㞴を可⬟とする防災上重せな道路

杉භ東す通りと⚄通橋通りについては、交通事ᨾが多いことから、「安全

ᑐ策路線」として、᪩期の安全ᑐ策の実施を┠ᣦします。

地域のまちづくりの機㐠を捉え、その௚の⏕活道路や区画道路の整備、↓

㟁ᰕ化等について᳨ウします。

ղ⊃あい道路の整備
首都直下地震など災ᐖへの備えとし

て、平成2�年㸵᭶にᨵṇ施行された「杉

並区⊃あい道路のᣑᖜに関する᮲例」

に基づき、後㏥⏝地における通行の支

㞀となる物௳の設置⚗Ṇや重点整備路

線のᣦ定等を通ࡌて、⊃あい道路のᣑ

ᖜに取り組みます。

平成 2� 年 11 ᭶にྠ᮲例に基づく重点

整備路線にᣦ定された路線のᣑᖜ整備

に取り組みます。

主せ⏕活道路の整備イ࣓ージڸ
（ᖜဨ㸷㹫の事例～ၿ⚟ᑎ㸱୎┠௜㏆）

安全ᑐ策の例ڸ

あい道路のᣑᖜ整備の事例⊂ڸ

ᣑᖜ整備前

ᣑᖜ整備後

防災力の向上に㈨する道路基盤の整備方針図

□□□□■□_㸳．取組の重点化
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᣻ໜ的ӕኵ‚≗‛ ᢊែؕႴのૢͳሁ↚↷↺
᧸໎ࣱのӼɥ

■᣻ໜ҄の࣏ᙲࣱ
東京都の『地震に関する地域༴㝤度 定ㄪᰝ』にࡼれば、本方針のᑐ㇟区域では、建物のಽれにく

さや地盤はẚ㍑的ࡼいものの、道路基盤の整備≧ἣがపく、「災ᐖ時活動ᅔ㞴度を考៖したⅆ災༴

㝤度」はẚ㍑的高くなっており、኱つᶍ地震時等にᾘ防、ᩆ助・ᩆᛴ、㑊㞴等の活動を行うための

道路整備やそれにకう↓㟁ᰕ化の᥎進が喫緊の課題です。

本方針のᑐ㇟区域ෆとその周辺はᖜဨ㸲㹫未‶の⊃あい道路の多い地域となっています。⊃あい道

路において道路≧に✵間が確保されないሙྜ、災ᐖ時の緊ᛴ⏝㌴୧の通行や෇⁥な㑊㞴の確保がで

きࡎ、また、平ᖖ時においても、Ṍ行者や㌴いす利⏝者等の෇⁥な⛣動、௓ㆤ㌴୧やΎᤲ㌴୧の通

行の確保等、区民の安全安心な日ᖖ⏕活に支㞀が⏕ࡌることになります。

東京都の『地震に関する地域༴㝤度 定ㄪᰝ』（平成 25

年㸷᭶公⾲）にࡼれば、本方針のᑐ㇟区域について、

○「建物のಽቯ༴㝤度」が㸳ẁ㝵中で「㸰」（阿佐谷໭１の

み「㸱」）となっており、建物のಽれにくさや地盤はẚ㍑

的ࡼいことを示しています。

○一方、「ⅆ災༴㝤度」は࡯とࢇどで㸳ẁ㝵中の「㸱」とな

っています。また、「災ᐖ時活動ᅔ㞴度を考៖したⅆ災༴

㝤度」は㸳ẁ㝵中で「㸲」と高い地域が多くを༨めてい

ます。これは、ᙜ地域が道路基盤の整備≧ἣがపいこと

を示しています。

㜰⚄ῐ路኱震災において、ᖜဨ�～10P௨上の道路に

なると、ἢ道の建物がಽቯしても㌴୧の通行が可⬟で

あったということがศかっています。10P未‶の区間が

解ᾘされれば、緊ᛴ㍺㏦道路ࢿッ࣡ࢺークのಙ㢗性が

᭦に高まるものと考えられます。

ฟ඾䠖᪂᫬௦䛾まちづくり䞉䜏ちづくり䠄㒔ᕷᩚഛ◊✲఍䠅

、ではࢺーࢣン࢔ス（平成2�年㸴～㸵᭶）の࢘ࣁープン࢜

道路整備に᭱も期ᚅするෆᐜについて、防災関ಀのᅇ⟅が

多くを༨めました。

通行不可 ே通行可 ㌴通行可 Ṍ道までのಽቯ

災ᐖ時活動ᅔ㞴度を考៖したⅆ災༴㝤度ڸ

㜰⚄ῐ路኱震災での道路ᖜဨと道路㛢ሰの関ಀڸ

ᖜဨ�㹫�

道路の整備で᭱も期ᚅするෆᐜ（１つ、㹬㸻151）
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▷期的取組

（おおむね㸳年௨ෆ）

中・㛗期的取組

（㸳～20年）

重点的取組（１）

阿佐ࣨ谷㥐໭東地

区のまちづくり

重点的取組等の

スࢣジࣗーࣝ

重点的取組（㸱）

中杉通りἢ道の

安全・ᛌ㐺で㨩力

的なまちづくり

重点的取組（㸲）

道路基盤の整備

等にࡼる防災性

の向上

重点的取組（㸰）

༡阿佐ࣨ谷㥐

周辺のまちづくり

࠙ཧ考ࠚ中杉通り

の延伸整備

地区計画等の㐠⏝

⥲ྜ⑓㝔⛣㌿ᨵ⠏、杉一ᑠ⛣㌿ᨵ⠏、阿佐谷地域区民ࢭンター等の⛣㌿ᨵ⠏、

杉一ᑠ㊧地施設整備の᳨ウ・実施

ᅵ地区画整⌮事業の施行

杉一㤿橋公ᅬ通り（中杉通り～杉一ᑠ⛣㌿⏝地໭ഃ）

のᣑᖜ整備

都市計画

ᡭ⥆等

まちづく

り計画の

策定

中杉通り延伸整備等とあわせた㠃的整備の可⬟性、

ᅵ地の高度利⏝等、整備ᡭἲの᳨ウ・実施

関ಀ機関の

ព向ᢕᥱ等

本庁⯋東Ჷᨵ⠏᳨ウ・実施

中杉通りの安全・ᛌ㐺なṌ行者・⮬㌿㌴✵間のᨵၿ

中杉通りの

↓㟁ᰕ化

（阿佐ࣨ谷㥐

໭すഃ）

るࡼング・࣓ーターの᧔ཤ等に࢟ーࣃ

Ṍ道とศ㞳した⮬㌿㌴㉮行✵間の確保等の実施

中杉通りの

↓㟁ᰕ化

（阿佐ࣨ谷㥐

༡東ഃ）

地域や交通⟶⌮者、

道路⟶⌮者等と

連ᦠした᳨ウ

実ែㄪᰝ

、ング・࣓ーター࢟ーࣃ）

㏆㞄㥔㌴ሙ等）

『杉並区⊃あい道路のᣑᖜに関する᮲例』重点整備路線等におけるᣑᖜ整備の取組

『杉並区⮬㌿㌴ࢿッ࣡ࢺーク

計画』優先整備路線の整備
（次期計画の策定、次期優先整備路線の整備）

『すぎなみの道づくり（道路整備方針）』

主せ⏕活道路（安全ᑐ策路線）のᑐ策実施

（平成3�年度までのᑐ策実施を┠ᣦす）

（次期方針）

主せ⏕活道路（優先整備路線）の᳨ウ・事業╔ᡭ・整備

（平成3�年度までに事業╔ᡭを┠ᣦす）

『都市計画道路第四次事業化計画（平成2�～3�年度）』に基づく取組

（平成3�年度までに優先的に事業に╔ᡭ）

ӕኵ⇟⇗⇞∋∞∑

□□□□□■_㸴．まちづくり方針の実現に向けて

2�

ᾅ．ộẼづẪụ方針のܱྵにӼけて

まちづくり方針のܱྵのᎋⅷ方

１．区民・事業者・行政の༠ാにࡼるまちづくりの᥎進
まちづくり方針の具体化にあたっては、区民・事業者・行政が、この方針で示すまちの将来像と┠ᶆ、

その実現に向けた取組の方向性を共有し、それࡒれがᢸう役๭と㈐ົを果たしながら、༠ാしてまちづく

りを進めていくᚲせがあります。

区では、まちづくり方針に基づき、行政主体の整備事業等の実施、民間事業等の㐺ษなつไ・ㄏᑟ、区

民主体のまちづくり活動の支᥼等に取り組むとともに、⥲ྜ的な視点から、区民・事業者と連ᦠした取組

の進行⟶⌮とㄪ整を図っていきます。

㸰．ࣁード・ࢺࣇࢯの取組の連ᦠにࡼるまちづくりの᥎進
まちづくり方針の実現に向けて、ᵝࠎな地域㈨※の活⏝や、まちの≉㛗と個性を⏕かすライࣇスタイ

ࣝや住まい方をព㆑し、基盤整備等のࣁード㠃の取組と地域・⏘業・ᩥ化活動等のࢺࣇࢯ㠃の取組の連ᦠ

にࡼるまちづくりを進めます。

区では、⏫会・⮬἞会、商店会をはࡌめ、地域のまちづくりᅋ体や132等の多ᵝな地域の関ಀ者とのព

ぢ交᥮や᝟ሗ共有を行いながら、地域主体にࡼる࢔࢚ࣜマࢿジ࣓ンࢺ等、まちづくりのࣝーࣝづくりや公

共✵間の効果的な利活⏝等の取組を積ᴟ的に支᥼します。

㸱．戦略的・計画的なまちづくりの᥎進
区では、╔実かつ効果的にまちづくりを進めるために設定した㸲つ

の重点的取組について、関ಀྛ課の連ᦠのもと、本方針に基づき、௨

下のスࢣジࣗーࣝのとおり計画的にまちづくりを᥎進します。重点௨

እのその௚の取組についても、関連計画等に基づき実現を図る࡯か、

地域のまちづくりの機㐠等を捉え、まちづくりを進めます。



࠙ཧ考ࠚ

2�

ɶ᧓まと↰↚ⅹけ↺
⇐∞⇽∙⇵⇌⇟ሁ↖のɼ↙ॖᙸ

平成 2� 年㸴᭶から㸵᭶にかけて、まちづくり方針（中間まとめ）に

ついて地域の方ࠎにࡈㄝ᫂し、ࡈពぢをうかがう࢜ープン࢘ࣁス（ͤ）

を、阿佐ࣨ谷㥐等周辺の㸱⟠所で延べ㸳日間開ദしました。

く平成ࡌྠ 2� 年㸴᭶と㸵᭶に、まちづくりᅋ体等の方ࠎにᑐしてま

ちづくり方針（中間まとめ）をㄝ᫂し、ࡈពぢをうかがいました。

࢘ࣁープン࢜

ス等の来ሙ者

来ሙ者への࢔

ンࢣーࢺ⤖果

のᴫせ

・来ሙ者は1��ྡで、⏨ዪẚはࠎ༙ࡰ࡯でした。

・年㱋ᒙは 20 ṓ௦がᑡなかった࡯かは、ࡰ࡯೫りなくᖜᗈい年௦の方ࠎにࡈ来ሙいたࡔき

ました。

・中間まとめの将来像・┠ᶆと重点的取組のෆᐜについては、�5㸣強の方におおむねࡼいと

のࡈᅇ⟅をいたࡔきました。

・中間まとめのෆᐜのうち⯆࿡῝かったෆᐜとしては、「将来像とまちづくりの┠ᶆ」が᭱

も多く、次いで、「重点的取組」、「地域の≉性と課題」の㡰となりました。

・㸲つの重点的取組のうち重せࡔとᛮうものについては、「中杉通りの㨩力的な街並みᙧ成

とᛌ㐺なṌ行者・⮬㌿㌴✵間の確保」が᭱も多く、次いで「道路基盤の整備にࡼる防災性

の向上」が多くなりました。

等で㈨ᩱをᒎ示し、来ሙされたⓙさまに区のᢸᙜ⫋ဨࣝࢿࣃス㸸会ሙに࢘ࣁープン࢜（ͤ）

等が直᥋ㄝ᫂するとともに、個別にࡈពぢをうかがうᙧᘧ
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ཧຍ者の年㱋構成（㹬㸻192）
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将来像・┠ᶆのጇᙜ性（㹬㸻152）

ᴫねጇᙜ

である

85͘2й

かの取組࡯

も㏣ຍして

しい࡯

12͘8й

その௚
2͘0й

重点的取組のጇᙜ性（㹬㸻149）

࠙ཧ考ࠚ
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平成2�年12᭶13日に、↓సⅭᢳฟでཧຍ᱌ෆした�00ྡのうちཧຍی

ᢎㅙした区民�2ྡの方にࡈཧຍをいたࡔき、「これからの阿佐ࣨ谷㥐

等周辺まちづくりを考える区民ពぢ交᥮会」を開ദしました。阿佐谷

地域の「良いとこࢁ・ዲきなとこࢁ」「にぎわい・利便性」「安全・安

心」「みどり・環境」のྛࢸーマで活発なពぢ交᥮がありました。

■平成2�年１᭶には、地域で活動するまちづくりᅋ体等の方ࠎに、地域

の≉性や課題についてお⪺きしました。

࠙良いとこࢁ・ዲきなとこࠚࢁ
（い㸭㕲道が㸰路線利⏝可⬟㸭公共施設が඘実等ࡼスがࢭク࢔都心・㑹እへの）利便性が高いی

（が多い等ࢺン࣋商店街や㣧みᒇが඘実㸭㨩力的なイ）にぎわいがある■ی

住みやすさ（㥐前からᑡし㞳れると静かな住宅地がᗈがっており住みやすい㸭にぎわいと静かな住宅街の■ی

୧❧等）

（並木㸭ᑡし㞳れると㤿橋公ᅬやၿ⚟ᑎᕝ⥳地がありみどりが㇏ᐩ等࢟ࣖࢣ中杉通りの）みどり・ᬒほ■ی

（くⴠち╔いている等ࡼど࡯ேが優しい㸭）住民≉性ی

■地域主体でまちづくりに取り組ࢇできたఏ⤫

■ᩥ化・Ṕྐ（ᩥኈᮧ、ᩥ化ே等）

࠙にぎわい・利便性に関する課題ࠚ
ーン店がቑຍ㸭個ே店の支᥼を㸭店⯒の個性化㸭㟷ᱵ街道࢙ࢳ商店街・㣧みᒇ街等（඘実しており㨩力的㸭■ی

༡ഃに商業施設が不㊊㸭⮬㌿㌴置きሙの඘実㸭እからもேを࿧ࡪまちづくり㸭にぎわいの連⥆性の確保等）

（ンターと中杉通りの୧方が⏕きるまちづくり㸭Ṍ行者ኳᅜ等ࢭーࣝࣃ）中杉通りの並木を⏕かす■ی

高㱋者やᏊどものᒃሙ所（高㱋者のఇ᠁ሙ所㸭Ꮚどもの㐟びሙをቑやす等）ی

Ꮚ⫱てୡ௦のᛂ᥼（保⫱ᅬ・ᗂ⛶ᅬをቑやす㸭㥐㏆くにᏊどもの㡸けሙ所設置等）ی

■⑓㝔と商店街等との連ᦠ

㕲道の利便性の向上（ᅵ日のᛌ㏿線の೵㌴㸭中野Ṇまりの中ኸ・⥲Ṋྛ㥐೵㌴等が多い等）ی

࠙安全・安心に関する課題ࠚ
ング・࣓ーターの᧔ཤ㸭ྑᢡ࢟ーࣃᖿ線道路のᨵၿ（中杉通りに⮬㌿㌴㉮行ࣞーンを整備㸭中杉通りの■ی

ಙ号がᑡない・▷い等）

ࡎṌ行者・⮬㌿㌴の安全性確保や道路のᣑᖜ整備等（道路ᣑᖜがᚲせ㸭⊃い道路が多く緊ᛴ㌴୧が入れ■ی

防災上不安㸭⊃あい道路等の交ᕪ点でฟ会い㢌の事ᨾが多い㸭Ṍ道がない道路が多くᏊ౪には༴㝤㸭日

ᖖ、緊ᛴ時ともに通行の㞀ᐖとなるためࢭッࣂࢺックしたス࣌ースに物を置かない㸭⏕活道路の整備㸭⮬

㌿㌴の㉮行マࢼー・ࣝーࣝၨ発がᚲせ㸭↓㟁ᰕ化の᥎進等）

建物に関する防災ᑐ策（⪁ᮙ化した住宅やビࣝが多く不安㸭⪏震化の᥎進等）ی

（る地域がある等ࡌ㢦ぢ▱りが多く全体的に἞安はいい㸭街ⅉがᑡないとឤ）἞安・防≢関ಀی

ᐙ・✵き地等の活⏝（公ᅬや㥔㍯ሙ等の整備に活⏝㸭ᑠさなᅵ地をまとめて有効活⏝等）✵ی

࠙みどり・環境に関する課題ࠚ
㌟㏆な公ᅬの整備（周辺には㤿橋公ᅬやၿ⚟ᑎᕝ⥳地があるが㌟㏆にᗈい公ᅬがない㸭≉に阿佐ࣨ谷㥐໭ی

ཱྀ方㠃に公ᅬが不㊊㸭㌟㏆なᑠさな公ᅬはΎ₩ឤが不㊊㸭ᑠさくてもࢸーマ性のある㨩力的な公ᅬづくり

を等）

⌮⟶㌟㏆なみどりの⥔ᣢ・保全（ᒇᩜᯘなどのみどりの⥔ᣢが課題㸭ேᮦ活⏝のᕤኵなど効果的な⥔ᣢ■ی

方策㸭中杉通りのⴠちⴥฎ⌮等）

中杉通りのᬒほを⏕かす（↓㟁ᰕ化の᥎進㸭⮬㌿㌴㉮行ࣞーンの整備㸭Ṍ行者ኳᅜの実施等）■ی

（等ࢥࣂみのฟし方㸭Ṍきタࡈ）ー向上ࢼマی

㥐前ᗈሙのᨵၿ（Ύ₩で౑いやすく等）ی

㸸区民ពぢ交᥮会での主なពぢی ■㸸まちづくりᅋ体等とのពぢ交᥮での主なពぢ
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2�

ɶனᡫりのࡨ˦ૢͳ↚↓ⅳ↕
『東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）』�平成2�年㸱᭶�において、都市計

画道路補助133号線の区役所前～五日市街道間が優先整備路線（ͤ）に位置௜けられました。

この延伸整備は、阿佐ࣨ谷㥐等周辺まちづくりにとって、多くのព⩏と課題を有するとともに、኱

きなᙳ㡪を୚えるせ⣲です。そのため、本方針は延伸整備が今後進むことをぢᤣえて策定しています。

（ͤ）優先整備路線㸸今後10年間（平成2�年度から平成3�年度まで）で優先的に整備すべき路線のことであり、優先的に事業に╔ᡭ

する路線のこと。

࠙ἢ道まちづくり

における課題 ࠚ
道路ண定地周辺は住宅街とし

て市街化が進ࢇでいます。ἢ

道については、周辺環境にも

㓄៖したᅵ地利⏝のあり方、

既存道路との関ಀ、ἢ道の良

ዲなᬒほㄏᑟなど、᳨ウすべ

き課題が多くありますが、中

杉通りの延伸整備を施行する

東京都と連ᦠし、事業化に向

けて積ᴟ的に取り組みます。

■中杉通りの延伸整備のព⩏

・商ᅪのᣑ኱にࡼる

商店街の活性化

・交ᕪ点㒊周辺の

一体的なまちづ

くりの可⬟性

・地域の安全性の向上

・ᗈ域㑊㞴ሙ所であるၿ⚟ᑎ

ᕝ⥳地・࿴⏣ᇼ公ᅬへの㑊

㞴路の確保

・防災中ᯡ拠点である区役所

と༡ഃ市街地を⤖ࡪ動線の

確保

・༡ഃ市街地から阿佐ࣨ谷㥐

等周辺への࢔クࢭスの向上

ス路線の設置など成⏣東ࣂ・

地区の交通利便性の向上

・ᾘ防活動ᅔ㞴区域の解ᾘ ・延↝㐽᩿ᖏのᙧ成

・ἢ道ᅵ地利⏝にࡼる⏕活利便性の向上
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